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- 1 -

１９／２月中間期決算の概要１９／２月中間期決算の概要
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１１９９／／２月中間２月中間期決算の概要期決算の概要

3.41,43443,37741,943売 上 高

20.3124 ( 0.2)739 ( 1.7)614 ( 1.5)当期純利益 (率)

12.9201 ( 0.4)1,765 ( 4.1)1,563 ( 3.7)経 常 利 益 (率)

16.1235 ( 0.4)1,697 ( 3.9)1,462 ( 3.5)営 業 利 益 (率)

連連

結結

増減率前年同期比19/2中間期18/2中間期

（単位：百万円、％）

3.71,31336,99435,680売 上 高

30.1144 ( 0.4)624 ( 1.7)480 ( 1.3)当期純利益 (率)

17.4225 ( 0.5)1,524 ( 4.1)1,298 ( 3.6)経 常 利 益 (率)

21.9258 ( 0.6)1,437 ( 3.9)1,179 ( 3.3)営 業 利 益 (率)

単単

体体

増減率前年同期比19/2中間期18/2中間期



- 3 -

１．出店状況１．出店状況

①新規出店（単体）･･･１５①新規出店（単体）･･･１５店舗店舗

うち地方出店 ･･･ ４店舗

当期初出店

→鳥取・宮崎

②業態別出店数（単体）②業態別出店数（単体）

庄 や ･･･ ２店舗

日本海庄や ･･･ ７店舗

やるき茶屋 ･･･ ３店舗

歌うんだ村 ･･･ １店舗

呑 兵 衛 ･･･ １店舗

築地日本海 ･･･ １店舗

③期末店舗数③期末店舗数

単体 直営店舗 ･･･ 632店舗

連結 直営店舗 ･･･ 689店舗

ＦＣ店舗 ･･･ 219店舗

グループ総店舗数 ･･･ 908店舗

０ 店舗５ 店舗５ 店舗統 廃 合

１ 店舗１４ 店舗１５ 店舗店 舗 改 装

１ 店舗１５ 店舗１６ 店舗新 規 出 店

子会社
(ｲｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)単 体連 結

498
535

580
622 632

790 818
858

903 908

0

250

500

750

1,000

15/8期末 16/8期末 17/8期末 18/8期末 19/2期末

単体 直営店舗数 グループ総店舗数 （単位：店）
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２．売上高２．売上高

（１）業態別売上高構成の推移（単体）（１）業態別売上高構成の推移（単体）（１）業態別売上高構成の推移（単体）

34,91033,53731,59529,79325,418

19/2期18/2期17/2期16/2期15/2期店舗

売上高

(百万円)

主要３業態で店舗売上高の約７割を占める

75.3％

13.7 13.6 11.8 12.2 11.9

14.7

12.6
12.7 13.5 13.4

22.0
22.4 25.2 25.4 27.4

40.2
35.1 34.7 34.9 34.5

2.2 1.62.7
3.04.3 3.2 2.83.6

3.5 2.83.24.3
5.1 5.5

5.1
4.8

5.1
5.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

【構成比】
(単位：％)

庄 や

日 本 海 庄 や

や る き 茶 屋

うたうんだ村

中 の 濱

榮 太 郎

ち ゃ ぽ ん

そ の 他
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２．売上高２．売上高

101.8％99.4％99.6％客 単 価

98.4％97.9％98.0％客 数

100.2％97.4％97.6％売 上 高

子会社
(ｲｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)単 体連 結

前年比▲２前年比▲２..４％４％

（当初計画▲３.０％）

・暖冬という天候の好影響、宴会売上の

堅調などにより計画をやや上回る

・飲酒運転取締り強化の影響は軽微

（２）既存店売上高（対前年比）（２）既存店売上高（対前年比）（２）既存店売上高（対前年比）

98.2％98.6％100.5％客 単 価

97.4％98.7％96.0％客 数

95.6％97.3％96.4％売 上 高

やるき茶屋日本海庄や庄 や

◆主力業態の実績◆主力業態の実績

90%

95%

100%

105%
大庄単体 居酒屋業界 外食全体

大庄単体 100.2 95.2 96.3 96.9 95.5 98.2 98.6 95.0 95.6 98.8 98.4 97.3

居酒屋業界 100.8 95.3 96.6 95.4 95.8 98.0 95.9 95.4 94.2 97.2 99.5 98.0

外食全体 101.1 100.7 100.1 100.4 100.1 101.6 102.2 99.1 99.0 99.7 101.9 102.7

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

※居酒屋業態、外食全体資料の出所：日本フードサービス協会

（単位：％)
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売上原価率売上原価率 ⇒改善⇒改善

・食材イベントの見直しが大きく

寄与

・仕入原価を考慮したメニュー

作りに努めた

販・管・費率販・管・費率 ⇒悪化⇒悪化

・固定費負担率の増加・固定費負担率の増加

既存店売上高低迷の影響により

人件費・地代家賃・減価償却費

等の増加

・・当期より株主優待引当金当期より株主優待引当金((6969百百

万円万円))を新たに計上を新たに計上

・販売促進費率は大きく減少・販売促進費率は大きく減少

値引・割引セールの抑制

広告宣伝媒体の活用見直し

３．営業利益３．営業利益

▲0.5％2.0％▲0.4％2.0％販売促進費率

そ の 他

水道光熱費率

株主優待引当金

減価償却費率

地 代 家 賃 率

人 件 費 率

＋0.2％4.4％＋0.2％4.1％

＋0.0％32.6％＋0.3％31.8％

＋0.2％11.0％＋0.2％10.0％

＋0.2％0.2％＋0.2％0.2％

＋0.1％5.1％＋0.1％4.7％

▲0.7％31.5％▲0.9％35.4％売 上 原 価 率

＋0.6％3.9％＋0.4％3.9％営 業 利 益 率

＋0.1％64.6％＋0.5％60.7％販・管・費率

▲0.1％9.2％▲0.1％8.0％

前年同期比19/2期前年同期比19/2期

単単 体体連連 結結
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４．経常利益４．経常利益

▲0.0％▲0.0％営 業 外 収 益

＋0.5％4.1％＋0.4％4.1％経 常 利 益 率

＋0.1％＋0.0％営 業 外 費 用

＋0.6％3.9％＋0.4％3.9％営 業 利 益 率

前年同期比19/2期前年同期比19/2期

単単 体体連連 結結

▲3286▲3367営業外損益

238211102営業外費用

－2▲03社債利息

前年比19/2期前年比19/2期

201

1

10

▲21

▲3

▲18

1,524

23

57

169

38

131

1225その他

1172支払利息

▲8169営業外収益

2251,765経常利益

936その他

▲17133専売料収入

単単 体体連連 結結
(単位：百万円)
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５．特別損失５．特別損失

▲99279378▲113299413特 別 損 失

▲03131▲53642そ の 他

▲6559124▲6559124減 損 損 失

▲258▲359店舗関係整理損

▲30183213▲38198236固定資産除却損

前年比19/2期18/2期前年比19/2期18/2期

単単 体体連連 結結

59 百万円2 件合 計

59 百万円2 件営業店舗資産

減損損失件 数対象資産

（単位：百万円）

減損損失の明細減損損失の明細
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347 百万円453 百万円現金及び現金同等物の増減額

5,329 百万円5,947 百万円現金及び現金同等物の期末残高

△583 百万円△574 百万円財務活動によるキャッシュ・フロー

( 931 百万円)( 1,027 百万円)（フリーキャッシュ・フロー）

△1,428 百万円△1,683 百万円投資活動によるキャッシュ・フロー

2,359 百万円2,711 百万円営業活動によるキャッシュ・フロー

単単 体体連連 結結

６．キャッシュ・フローの状況６．キャッシュ・フローの状況
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７．有利子負債７．有利子負債

1.1％61.6％60.5％1.2％57.3％56.1％自 己 資 本 比 率

41732,18931,77253931,93231,392純 資 産

▲7197,5568,275▲8159,24810,064N E T 有 利 子 負 債

3475,3695,0224535,9875,533現 預 金

▲0.6％24.7％25.3％▲0.5％27.4％28.0％有利子負債依存度

52,546

13,298

1,000

12,298

18/8期

▲203

▲362

▲10

▲352

前期末比

55,525

15,236

1,420

13,816

19/2期 前期末比19/2期18/8期

▲28652,26055,728総 資 産

▲37212,92515,598有 利 子 負 債

－1,0001,430社 債

▲37211,92514,168借 入 金

単単 体体連連 結結

（単位：百万円）
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８．関係会社の状況８．関係会社の状況

63.0％1,11980
東京都

品川区

病院・事業用

給食施設の運営
㈱アルス

75.0％43560
東京都

港 区

不動産賃貸管理

煙草・飲料販売

㈱アサヒビジネス

プロデュース

100.0％1,49999
東京都

品川区
食材等の配送業㈱ディ・エス物流

築地市場での営業権を保有100.0％2,69990
東京都

中央区

生鮮魚介類等の

卸売業
米川水産㈱

｢９４９｣｢塩梅｣｢築地日本海｣

等の業態を運営
100.0％3,193300

東京都

大田区
料理飲食業㈱イズ・プランニング

備 考
議決権の

所有割合

19/2期

売上高
資本金

本社

所在地
主要な事業内容

（単位：百万円）連結子会社連結子会社

持分法適用関連会社持分法適用関連会社

当社並びにＦＣ店舗に

酒・飲料等を販売
20.0％1,22210

東京都

葛飾区

酒・飲料等の

販売業

㈱エム・アイ・

プランニング

備 考
議決権の

所有割合

19/2期

売上高
資本金

本社

所在地
主要な事業内容
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１９／８月期１９／８月期 通期見通の概要通期見通の概要
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１１９９／／８８期期 通期見通通期見通

253

350

380

2,946

前年比

1,197 (1.4)

3,050 (3.6)

2,950 (3.5)

85,454

18/8期

3.488,40045,02343,377売 上 高

1,450 (1.6)

3,400 (3.8)

3,330 (3.8)

19/8期見通

739 (1.7)

1,765 (4.1)

1,697 (3.9)

19/2中間期

21.1711 (1.6)当期純利益 (率)

11.51,635 (3.6)経 常 利 益 (率)

12.91,633 (3.6)営 業 利 益 (率)

連連

結結

増減率19/下期計画

（単位：百万円、％）

242

359

402

2,587

前年比

908 (1.3)

2,491 (3.4)

2,348 (3.2)

72,613

18/8期

3.675,20038,20636,994売 上 高

1,150 (1.5)

2,850 (3.8)

2,750 (3.7)

19/8期見通

624 (1.7)

1,524 (4.1)

1,437 (3.9)

19/2中間期

26.7526 (1.4)当期純利益 (率)

14.41,326 (3.5)経 常 利 益 (率)

17.11,313 (3.4)営 業 利 益 (率)

単単

体体

増減率19/下期計画
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業績の推移業績の推移 通期見通通期見通

3,569 3,724
2,950

3,330

1,409 884
1,663

1,197 1,450

3,999 3,355

1,863

69,510
85,454

63,613

76,232
80,741

88,400

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

14/8期 15/8期 16/8期 17/8期 18/8期 19/8期計画

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
営業利益 当期純利益 売上高【売上高】 【利益】

連連

結結

3,099
2,348

2,750

1,367 676 1,372 1,150

3,047

2,884
3,312 1,470

908

59,649

75,200

68,818
65,164

53,813

72,613

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

14/8期 15/8期 16/8期 17/8期 18/8期 19/8期計画

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
営業利益 当期純利益 売上高

単単

体体
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「庄や」「日本海庄や」「やるき茶屋」３業態を中心に新規出店

引続き地方出店を推進

⇒ 全国への店舗網拡大

人材の確保・育成が前提条件

店舗展開戦略店舗展開戦略店舗展開戦略

１．新規出店見通１．新規出店見通

４６ 店舗３０ 店舗１６ 店舗連 結

４０ 店舗２５ 店舗１５ 店舗単 体

19/8期

通期見通

19/下期

計画

19/2中間期

実績

６ 店舗５ 店舗１ 店舗
子 会 社
(ｲｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)

厳しい環境を考慮して、

物件内容をよく吟味

（ほぼ当初計画どおりの予定）
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２．都道府県別２．都道府県別 グループ店舗数グループ店舗数

40 /47県908 店舗連 結連 結

地域数地域数店舗数店舗数 拠点出店拠点出店 地区ドミナント出店地区ドミナント出店

0店舗0店舗

1～10店舗1～10店舗

31～100店舗31～100店舗

10～30店舗10～30店舗

101～店舗101～店舗

出店予定出店予定

全県出店に向けた今後のポイント

⇒①人材確保 ③管理体制

②好立地 ④仕入体制

19/2期初出店 ･･･宮崎・鳥取

19/下期出店計画 ･･･島根・香川

（平成19年2月末現在）
東北・北海道地方

26店舗

6県/7県

東北・北海道地方

26店舗

6県/7県

中部地方

107店舗

9県/9県

中部地方

107店舗

9県/9県

近畿地方

22店舗

7県/7県

近畿地方

22店舗

7県/7県

中国・四国地方

8店舗

5県/9県

中国・四国地方

8店舗

5県/9県

九州・沖縄地方

19店舗

6県/8県

九州・沖縄地方

19店舗

6県/8県

関東地方

726店舗

7県/7県

関東地方

726店舗

7県/7県

兵庫

4

岐阜

4

宮崎

3

鹿児島

1

大分

0

熊本

2

福岡

6

佐賀

2

長崎

5

沖縄

0

徳島

0
高知

0

香川

0
愛媛

1

広島

2

島根

0

岡山

2

鳥取

1
山口

2

和歌山

2

滋賀

2
奈良

1
大阪

7

京都

2

三重

4

福井

2

北海道

0

福島

9

宮城

4
山形

2

岩手

5
秋田

1

青森

5

千葉

73

群馬

7

埼玉

116

東京

380

神奈川

128

栃木

10

茨城

12

新潟

14

静岡

18
愛知

46

長野

11

山梨

4

富山

5

石川

3
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３．既存店対策３．既存店対策

既存店売上高計画既存店売上高計画既存店売上高計画

19/2中間期 実績 97.4％

19/下期 計画 97.0％（▲3.0％）

（１）店舗改装（１）店舗改装（１）店舗改装

４３ 店舗２８ 店舗１５ 店舗連 結

４０ 店舗２６ 店舗１４ 店舗単 体

19/8期

通期見通

19/下期

計画

19/2中間期

実績

３ 店舗２ 店舗１ 店舗
子 会 社
(ｲｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)

新規出店を抑えて改装に重点

⇒業績不振店、老朽化店舗の

リニューアル

個室感や高級感を重視した店舗設

計、落ち着いた雰囲気づくり

立地環境やお客様ニーズの変化に

合わせて業態変更
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エリアマーケティングの強化 ⇒地域顧客の囲い込み

３月より「地域エリア」別の組織体制へ改編

近隣店舗間の「人・物・情報」の交流により経営効率化を図る

（２）集客力の強化（２）集客力の強化（２）集客力の強化

３．既存店対策３．既存店対策

①営業体制の革新①営業体制の革新①営業体制の革新

全国の漁港や農家と直接提携した旬の食材イベントの強化

店舗設計のグレードアップ
・個室感・高級感のある落ち着いた雰囲気の提供

②差別化戦略の充実②差別化戦略の充実②差別化戦略の充実

春・夏用グランドメニュー改定（19/5月より）
・魚介品を中心に食材の品質を高め、手づくり感を強調

・仕入原価を十分に考慮した価格設定

「食事メニュー」の更なる充実
・「ランチメニュー」の強化により、昼売上の増加を図る

③料理メニューの革新③料理メニューの革新③料理メニューの革新
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宴会コース料理の充実

・地域コミュニティの催事（慶事や仏事等）に合わせた会席料理コースを新たに設定

社員総動員による営業活動の展開

・地域住民や企業への積極的アプローチ

３．既存店対策３．既存店対策

④宴会需要の掘り起こし④宴会需要の掘り起こし④宴会需要の掘り起こし

人材育成による店舗オペレーションの改善、サービス向上

・料理の向上 ⇒手作り・スピード提供による質の向上

女将制度の拡大

・接待、宴会需要の多い店舗を中心に女将を配置、接客サービスの向上

Ｐ／Ａの戦力化

・インセンティブ充実によりモチベーションアップを図る

⑤現場の強化⑤現場の強化⑤現場の強化
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収益の柱となる既存店対策が最重要課題 収益アップ収益アップ

４．収益対策４．収益対策

① スケールメリットの追及及び仕入ルートの見直し

② 食材イベント企画の見直し

③ 仕入原価を十分考慮したメニュー作りの推進

（１）既存店の回復（１）既存店の回復（１）既存店の回復

（２）原価率の低減（２）原価率の低減（２）原価率の低減

① ワークスケジュール管理による人件費コントロール

⇒特に、Ｐ／Ａの時間別管理を徹底

② 家賃・水道光熱費ほか、主要経費についての契約内容や業者

の見直し

（４）経費コントロールの強化（４）経費コントロールの強化（４）経費コントロールの強化

費用対効果を踏まえた費用対効果を踏まえた
コスト意識の徹底コスト意識の徹底

スケールメリットを追求、スケールメリットを追求、
仕入機能を高める仕入機能を高める

① 「費用対効果」を踏まえた店舗イベントや割引セールの実施

② 広告宣伝媒体の活用見直し

（３）販売促進費の効率的使用（３）販売促進費の効率的使用（３）販売促進費の効率的使用
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店舗改装、統廃合に伴う固定資産除却損等店舗改装、統廃合に伴う固定資産除却損等

５．特別損失５．特別損失

4342526662569704特別損失計画

19/8期見通18/8期実績19/8期見通18/8期実績19/8期見通18/8期実績

子会社子会社単体単体連結連結
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６．グループ経営戦略の推進６．グループ経営戦略の推進

① 全国の農家との契約栽培や漁港との提携を強化

⇒旬のおすすめメニュー、地域メニューの充実

② スケールメリットの追求による仕入価格の低減

③ 地方店舗の仕入体制の確立

（１）仕入体制（１）仕入体制（１）仕入体制

① 将来的には店舗ドミナント化に伴い地方別に物流センターを設置

② ㈱ディ・エス物流の機能を強化し、グループ全体の配送体制を効率化

（２）物流体制（２）物流体制（２）物流体制

① 人材確保と育成並びに定着化
⇒雇用環境の好転を踏まえ、採用活動を見直し

② 店長・調理長の早期育成
⇒研修内容を充実

③ 店舗オペレーションの革新 ⇒女将制度の拡大

（３）人材の強化（３）人材の強化（３）人材の強化
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① 川上から川下までの、グループによるトータル事業展開

② 経費コントロールの強化

③ グループ会社間取引の見直し

（４）収益体制の強化（４）収益体制の強化（４）収益体制の強化

① 日本版ＳＯＸ法（平成21年8月期よりスタート）に向けて、

社内体制を早期に構築

② 管理本部を中心にプロジェクトチームを組成し、推進中

③ 内部統制機能を見直し、コンプライアンス体制の強化を図る

（５）内部管理体制の強化（５）内部管理体制の強化（５）内部管理体制の強化

６．グループ経営戦略の推進６．グループ経営戦略の推進
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７．１９／下期の出足７．１９／下期の出足

（１）対前年比売上高（１）対前年比売上高（１）対前年比売上高

19/3月 累計19/3月 単月

103.9 ％102.7 ％全 店ベース

97.2 ％96.3 ％既存店ベース

１６ 店舗１ 店舗店 舗 改 装

19/3月 累計19/3月 単月

８ 店舗３ 店舗閉 店

２８ 店舗１２ 店舗新 規 出 店

（２）新規出店・店舗改装・閉店（２）新規出店・店舗改装・閉店（２）新規出店・店舗改装・閉店
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参考：慶事・仏事料理メニューパンフレット参考：慶事・仏事料理メニューパンフレット


